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【明石市の特徴】 
・明石市は神戸・大阪のベッドタ

ウンとしての性格が強い。 

【新駅設置とまちづくりの関
係】 
・新駅を含む周辺整備の考え方
は、スクラップ＆ビルドから既
存ストック活用へとしなけれ
ばならない。 

・新駅設置によって、JR明石駅の
乗降者が減るなど、周辺の駅利
用者は減少する。商業的に見る
と、明石駅・西明石駅・西新町
駅にある商業の分散化につな
がるためデメリットとなる。当
然、中心市街地活性化計画にと
っても大きなデメリットとな
る。 

・中活計画は、計画区域内の賑わ
い作りが目的なので、新駅がで
き、人が分散するのはデメリッ
トとなる。ただ、新駅ができ、
周辺の利便性が高まれば、中心
市街地を含むまち全体の賑わ
いは高まるのではないか。 

・明石駅、西明石駅も含めて、３
駅でどう役割分担していくか
が重要だ。例えば、明石駅は市
の顔となる中心駅、西明石駅は
新幹線駅、新駅は川崎重工など
周辺企業の通勤駅とすること
などが考えられる。 

・まちづくりの観点としては、「医
療・看護」という切り口でコン
セプトを設定しても良いので
はないか。新駅設置候補箇所周
辺は交通アクセスが悪い。駅が
でき、利便性が向上すれば、
色々な展開も望める。 

【新駅の利用】 
・新駅ができると、どの辺りの方が利用するのか？ 
・新駅までの移動手段は徒歩が多くなるのではない
か。これまでバスに乗って駅まで行っていた人が、
徒歩や自転車で駅まで行けるようになると便利に
なると思う。 

【新駅へのアクセス】 
・新駅では、思い切って自転車を主要なアクセス手
段として整備してはどうか。これまで交通政策に
おいて自転車は邪魔者でしかなかったが、これか
らは施策を転換していかなければならない。自転
車の共有についても、考えると良いと思う。 

・明石駅から兵庫県立大学やがんセンターに行って
いる人が転換するのではないか。しかし、患者に
とっては距離があり、徒歩は厳しい。そうなると、
医療施設を巡回する小型バスが必要かもしれな
い。転換すると自動車利用も減るかと思う。 

・この新駅は、付近に工場、病院、大学などがあり、
来街者が多いのではないか。そうすると、地域住
民よりも来街者にとって重要となるのではない
か。また、例えばがんセンター等を回る循環バス
があれば、来街者とっても便利になると思う。 

【新駅の構造】 
・自転車駐輪場は必要だと思うが、駅前広場は必要
ない。 

・駅前広場を意図的に無くして、自動車を新駅に近
づけないようにした方が良い。自動車は明石駅や
西明石駅に任せて、新駅は交通量増加を促進させ
ないようにする工夫が必要。 

・Ｋ＆Ｒスペースを含む駅前広場はあった方が良い。
明石駅等で道路わきに停車する方が新駅に流れ、
明石駅等の渋滞・混雑緩和にも役立つのではない
か。 

【その他】 
・東部はTacoバスが導入されていないが、路線バス
が本当に地域の人にとって使いやすいか分からな
い。路線バスは明石駅へのアクセスを重視してお
り、医療施設や商業施設を小さく回るバスがあっ
てもいいのではないか。 

【新駅の利用】 
・新駅周辺に居住者が多いことか
ら、設置した方が良いと思う。も
ちろんJRとの負担割合や市の負
担額を踏まえた整理は必要であ
るが。 

・兵庫県立大の学生は、明石駅から
自転車・徒歩で通学しており、が
んセンターは市外・県外からも通
院者がいるので、新駅ができれば
便利になると思う。 

【地域への効果】 
・この新駅は地域住民にとってのメ

リット、地域にとっての波及効果
が小さいと考えられる。 

・西新町駅とは乗客の取り合いにな
る。しかし、地域の利便性は向上
するので、それによって企業の立
地や人口増につながれば、結果的
に地域の活力向上につながるの
ではないか。中活計画との棲み分
けをしっかり整理する必要はあ
る。 

【防犯】 
・王子周辺では夜間道が暗いことも

あり、痴漢被害が発生している。
街灯などの防犯対策が必要では
ないか。明石川周辺は街灯が付い
て、被害が減った。 

 

【整備の実現性】 
・新駅については、十分に検討して、メリットを最大に、デ

メリットを最小にできれば整備の可能性はあると思う。た
だし、明石駅が近接していることが気になるので、その点
は留意が必要。 

・新駅は、ユーザーの多くが神戸市民となる場合に、神戸市
が建設費を負担するというスキームはないのか。 

【安全性】 
・新駅はガスタンク（大阪ガス）の横に設置しても大丈夫な

のか。 

資料４
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について 

【新駅設置に伴う開発の可能
性】 
・新駅設置に併せて開発を行うよ

うなことは考えているのか。 

【周辺農業との整合】 
・都市近郊農業についての市の考

え方にもよると思うが、圃場整
備済みでもあるので、そことど
う折り合いを付けるか。 

・人口密度が高い市域の中でどこ
まで農業を行うかという観点
もある。また、既存の都計範囲
内での整備という手法も考え
られる。 

・農業を従事している人にとって
は、西側の新駅は迷惑施設と考
えられるのではないか。今後の
検討において、事実関係を調べ
ておいてほしい。 

 

【明石市の交通政策】 
・Tacoバスの、駅を基点にしている方針は良いと思
う。公共施設のみを回るコミュバスは失敗につな
がりやすい。既存の交通手段の活用、駅を基点と
した公共交通網整備等を謳った総合交通計画の考
え方は正しいと思う。 

 

 【整備の実現性】 
・この新駅は、今まで明石市が行ってきた都市計画の思想を

否定するようなことになるのではないか。また、農業振興
地域となっているため、実現が困難と考える。 

・地域に住宅整備等開発ニーズがあれば、新駅整備は出来る
と思うが、大久保でも大規模開発を行っているし、難しい
のではないか。また、大規模開発について、工場跡地を利
用したものは大久保も含めてよくあるが、農地の転用とい
うのは最近ではあまり聞かない。 

・この新駅は、駅から離れたところに人が住んでおり、そも
そも利用があるかという疑問があり、また地権者の問題も
ある。車の送迎で駅へ来る人にとっては、新駅がなくても
大久保駅か魚住駅を同じ方法で利用していると思われ、新
駅ができるメリットは少ない。周辺開発がないと新駅の設
置は難しいのではないか。 

・新駅を設置した場合、都市計画道路とその両側に商業施設
等が張り付くことを考えると、農地はかなり失われること
になる。そんなまちづくりが必要なのか疑問である。また、
人口減少の中、調整区域を減らす理由が分からない。 

・しばらくの間（10年～20年）は踏み込めないと思うし、一
世代あとに任せても良いのではないか。 

 


